
 

事 務 連 絡 

令和３年６月 16 日 

 

各都道府県住宅・建築担当主務部局 御中 

 

国土交通省 住宅局 住宅総合整備課 

建 築 指 導 課 

 

 

窓やベランダからの子どもの転落事故防止について（注意喚起） 

 

 

平素より住宅・建築行政の推進にご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

子どもがベランダから転落する事故については、昨年度の１年間だけで、国土交通

省に５件が報告されているところです。このような傾向となっている原因は特定され

ていませんが、消費者庁の調査によると、窓を開けたり、ベランダに出る機会が増え

たりする夏頃に転落事故が増加する傾向が見られるとのことです。また、在宅時間が

増えていることが影響している可能性が考えられます。 

これらの転落事故については、ベランダや窓の近くに子どもがよじ登れる物や家具

を置かないことや、子どもの手が届かないところに補助錠を付けるなどにより防げる

場合があります。 

ついては、別添資料を参考に、窓やベランダからの子どもの転落事故防止の観点か

ら、関係団体とも連携するなどして、当該内容を広く周知・啓発願います。 

なお、貴管内の市町村の公的賃貸住宅等を所管する住宅担当主務部局及び建築担当

主務部局並びに住宅供給公社に対しても、この旨周知いただきますようお願いいたし

ます。 

 

（別添１）令和２年度に国土交通省に事故報告があった子どもの転落事故一覧 

（別添２）「安全・安心なマンションのために」 

（平成 31 年 3 月国土交通省国土技術政策総合研究所） 

（別添３）「窓やベランダからの子どもの転落事故に御注意ください！」 

（令和 2 年 9 月 4 日消費者庁報道発表資料） 

 



     

  

（別添１） 

 

 

令和２年度に国土交通省に事故報告があった子どもの転落事故一覧 

 

 

年月日 都道府県 事故の概要 原因等 

R2.6.8 福岡県 

マンションのベランダか

ら居住者の女児が転落し

た。（死亡） 

○組み立て式布団干しを足がかりにし

て、高さ 1.2ｍの手すりに肘をかけて下

を覗いていたところ、バランスを崩し

て下に転落したものと考えられる。 

R2.6.15 北海道 

マンションの 7階のベラ

ンダから居住者の男児が

転落した。（重傷） 

○ベランダの腰壁に取り付けられた物

干し竿を踏み台として、高さ 1.1ｍの手

すりを乗り越え、転落したものと考え

られる。 

R2.6.16 神奈川県 

マンションの８階のベラ

ンダから居住者の女児が

転落した。（死亡） 

○ベランダに置いてあった椅子によじ

登り 1.2m の手すりを乗り越え、下に転

落したものと考えられる。 

R2.6.27 神奈川県 

居住者の女児が、自宅マ

ンションのバルコニーか

ら転落した。（死亡） 

○バルコニーの手すりの高さは 1.2m で

あり、踏み台になるようなものは設置

されていなかった。 

○原因は特定できなかった。 

R2.8.11 北海道 

マンションの 8階のベラ

ンダから男児が転落し

た。（重傷） 

○ベランダの柵の下部に足をかけ柵を

登り、高さ 1.37m の柵を乗り越え、転

落したものと考えられる。 

 
 
 
 






















































